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3日は協立クリニック往診体験に3名、中部クリニック往診体験に3名、心臓カテーテル体験に6名参加しました。

（感想より）

＊実際に心臓の音をきいたり、患者さんの話を聞いたりと、貴重な体験ができた。先生の患者に寄り添って笑顔で対応している姿がとても印象的だった。

＊在宅医療の現場をみたのは初めてだったが、どれほど医者が患者にとって心のよりどころになっているのかがよくわかった。将来、青森県の医療に貢献できるように

頑張りたい。

＊吉町先生の「いい仕事だと思うよ、医者は」という言葉が印象的でした。勉強に対するモチベーションがあがった。

＊実際にカテーテル治療を目の前で見学して、医師達が働く現場の臨場感が伝わってきた。

最新の機器を使っている姿はとてもかっこよかった。現場は想像と違い和やかな雰囲気だった。

＊生の治療現場を見て、医者としての責任感、使命感を感じ、自分も医者として患者を救いたいと思った。

8月3日（木）・4日（金）に高校生一日医師体験を開催し、2日間で延べ21名の参加と大盛況でした！

ご協力いただいた各部門のみなさま、ありがとうございました！

4日は協立クリニック往診体験に3名、中部クリニック往診体験に3名、精神科医療体験に3名参加しました。

（感想より）

＊在宅医療を行ううえで、どのような事に気を使って診療をしているのか、在宅医療のメリットとデメリット、医療機器などについて沢山学ぶことができてよかった。

＊専門の枠を越えて、総合的に判断していく能力が医師には求められていることが、体験を通してわかった。

＊自分の気持ちをうまく伝えるのが難しい患者が多い中、ちょっとした変化も見逃さず、的確に診察していく姿に感動した。

＊患者に親身に接する先生は、本当にかっこよかったです。コミュニケーションの大切さを学んだ。地域医療に貢献したいと思っていたので、良い経験ができた。

＊最初は精神科と聞いて怖いイメージがあったが、体験してみると患者が笑ったりと明るく、良い雰囲気で印象がかわった。

冬の医師体験でお待ちしています。

何度でも見学にきてくださいね！！


